
 あこくこのリ養殖試験

目的

 前年創(ヨ1鮫さ鹿足島蕩内浅酒増徴業の一つとして於4さのリ猛殖試験を宍施した

 本昇は⑦甲則11尻後程場に於ける生育眉の把握と②米支率崖砲手と能本産直写との生
 i星ユ比幸更(女竹婁集)と③タと尋萎ミ,(よる養値武叡を考予った.

'助料

/頑疸察

 ↓・竹、ク。、取1米之解・舳本
 し雛蝪・〃本

 絹瑛4枚(米一之翠厚手/ρ同毛の砺与網)

 2、地与繁

 才竹〃〃本

澤込崎期反水位

 人膚値婁/パノ4日(瑚高墓葺面刈杓〃帆の場所)
 λ地子5ミノ2月Z2日'」i調高基≡…字面二きり約δ0レ肌の場詞二r〕

 試験経画衣氏の壇リ



 トエ7サマ竹下20目摘探曇天に1
 に出剛て抄納にフラスキ1
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 口の生長絹根な一ヒトエ7・サクロ/リ.

 ヒトエ7・サ下立逼いせ竹の榊以一
 分に勢力増す下仁生育す
十

 へ2同橋採.才7'口の伸長少ない

 下位にクロノリ
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 トエタ・サ半分以女竹の半分以上.とト

 を這める.クq工久サ1こより占めら

 リの伸長表える光る毛の規営あリ

 ロノリ値ヅ.723胃摘探

 オサ委夷も孝之第に・ケヒトェク・サのみの{亡
1;
 くなる,中には・釆竹毛見受く

 .師ηケ伺環竹韓し

 1'油'、認ビ;1.～
 りお名す。移植を

 し三.i.__.、。._、
 !利レハ・型の劫硲多
 1数あリ,一郭分は

 濃塞ぜ。月あるらし

 録高5仇帆になる

 付老童多し

 ・最高30帆11しに伸長

 アオ/リ類の着生

 殆ど宅受けず・

 1、〃札に違すろも

 のあり、部分菊實

 1中r民を示す、伸長

緩慢

 ・、・:一一…中ξ11主.書、転・1・1・い(

 絹桑は把手の1竹看が全く認めら→し介!Z居/5日取リはつ'したので青竹須1一ごっし・でのみ

 ・打^フ
ーJへ01

 ○す竹…箕は潮高基準面より6θ一/60μ孔のフ蓉にぞア)穴師分がちる株1=建必んだ

 ・/、z月中句に女竹全体にのりか'坤景し特1こ一F位にわいて(の茂一湊が良島て・あつた。

 こノ月上旬以降1==なる」沙とへぐさの喋彊が覆しく特に下位にむいてぱ殆んど島うζこ

 ハリわ成長は熱められなく包った
の,

 。あ二くさρ浅長の良好貧水位一は墓牽面Jり9ク〃ノ420〃しのところであり〃とへ、

 ぐ一三はノ30こ舳し〉大下び一一多い率赤'学`った一

 郡ち本瓦濠Kお1+る甲東川尻j養種場のあこくこ・のりの生育層は//96一ωしを中～1(48

 ωしの届であリ摘県の遍眉8州、、よllも〃川し高く,酌県漉歓含掛榊)
 //5α札」リ450〃Lの高{立匿で・ある。

2,地子奨登頂試験

 馳日、、弓、、目(昨年蕉に二に言)
 。建ム後2週固俊検鏡の請黒2列細胞体以下のものが多数賊けられた一
 り・日後幼体を肉曜でも認められ埼1・擦姪な部分は潮高墓牽面よリ〃0帆附並が
ヲかった.

 ○地合の建掛目は工星札でいた図保もあるろ{あをのリの附老は全(更ら糺ばかった。
フ`4



 。ノ漕下句ノ回掲採を行ったのであるが採算はとれなし・と忠ば九る。

 ・採算の夷づ・らはマばり/ρ月下旬r一ノ/月初旬ノ2ρσ糺一/6omしの位置に産ム

 み肴{昆りて・据一キ呆する方4{Iξ子育壱累があると霧はオしる'

 3本年演の鹿児島碧海況

 。気逓■よ〃月一/2月てば早均/{73て咋鼻同期よりも〃メ。低し・が/月一

 2目1二おし・ては平均〃:37.0で逆に牢写同期よりも皿9800高・温て・あった・

 ○ヰ寺に=2同下旬一雫均一K温では一年耳の/4,身6oC。より!8ψεも高温で/占、3ポ。Oて」あつた.

 ○比一旦においては全1暇的1こ低盧氏を示U//～/2局での平均24,38で昨耳全・期より

 v.7低下している

黒蝶夏巽珠養殖試験'
繕菖

 黒嫌員キ円臭旅は本1県特殊塗業として、昭和z4耳票、螺貝発売・以末その真珠埴値が維け

 られて未た一。而して本瓦虞は.。養殖場も書式験地茎含'めてδケデ布(鞭亀z.笏ノ…箏3,頑娃一

 !.佐多/、雇手島ノハニ発展し.その産額毛神/moろ.円と佐定{札る1=至った。

 添うに血早策有の増加。規榛の拡張等に杵い・母貝の乱屈と拭リ・賛源は減少の一途全
 だしい.斗貝覆得に必死の状態、と残って来ている.従って新案の助一長、塔厭のため木耳員

 .」・一一中斗事十画ぺ1,x一(2)蓑種技術、②黒蝶員の生態反び買源.③真円真珠の積成杢

 柵舳ん11し、才・4度として貢昧養殖試験1・よる種種摸術り累籏を杷軋、その挨嵩を
 筍った、

場所

指値郡穎睦町水浅川蓑痺場

 肝属酢佐多町島遁婁魑場の2ク所て・実殖した.

 ・蓑檀易乃概況

 水成ハ曜値楊ζ弼細〃耳授華蒙報古書6-6～よ7貫参照)

 函泊積値楊(茅ノ図参照)

 。丈隅キ島南端ユニー互い五目崎の嗣栗方に位置し.本浦』肉痛との2滴からσっている

 ぺ靴釦巾ノ州・.鮒〃州.伽二肥がの小川縦入し翼奪の鰍瑚には
 浦一帯勲汝ム比塑の低Fボ必至なので、河水の流.ぺ=ぬ司浦を蓑痘場とした.

 ■同蒲は意口中約/よ。〃しL享里ヒ八リ込み、本箱とは巾/00仇程の砂蜘工亘び岩

 礁地帯によリ距ウ(し・る,

 ・刈23B調査した綿粟、水温はレ～8汎ブを蝿じX/^4～/ム〃C、塩分.

 、主ヲ44〆。輌褒であった1。底質は砂質で所々に岩礁が露出している.。斑未1ま浦崖で

 f亭滞せ歩・.外海ノKの累≠警が強い所て・ある。
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養殖方法

 ○殖寒竹製の筏による垂下式'蔭榎法で、水課/～!ぐ此に吾便・を隻1ζ入札(垂下レた、

 。吾員は9へ&月地元の裸藩・りFより看彊腸芳岸一常よリ採集したものを便萬レた.

 。8月1・核X札停案を行い/2月1・旬に取リ楊1ザ'た.

 叫円核は/2〃/6作仇のローヒキ核左使用した.

試験緯週

 の校入れ乍集

 §水成川省寝場(&月2,3,4,9/ρ巳)

 。ノ㌻7個の丑艮に4//個の半円棟を挿入す

 。冊員の殻長、殻高の測定苗果

 最大最・卜早勾

殻長/24仇札6之仇仇&紋2仇帆

 殻高/43仇力し6よ仇仇.ヲ式&仇仇

 '半円核サイズー馴褐;入婁1合

 サイス∵/2仇小・/3へ吸〃仇伽/士仇・ル/64肌計

 重文量クψコ/クzコ/89コ5=ζコzノコーメ//コ

 %/ぶρ%24ぶ弘〃,ク%ノ3,3%女2名/〃・ノ弘

 。同期固中の種種一場の平均水屋はZ県8ノ㌦一であった.

 §島名看腫蜴`亭月2cル.29Bノ

 。∠女ノ個の丹員に/432旧の千円俵を挿入す

 。母貝の殻長,殻高の測定鰭栗

最人最小千灼

 “蔵長/52汎似・妨北帆

 殻・西/6}・帆・肌5ア似札

 サでI/二～州刎t/3伽L伽」ノ4伽肌

 牧・量/8コ3/4コ3クわ

クら/Z6.96.2/939626.2ク%

 戸3.74・■批伽し

 /ρ^∠3仇帆

 ノゆ玖.4己ノ6%しφL

 ≠7戸ゴ2ψコ

お.29%ノク38%

封

/439コ

 ノ〃〃声

 砲同館田中の養頂揚の平均フK菌ば2出クタ。Cであった.

 θ員掃除並び1⊂弊死調壷

 §水成川着穐場

 9月〃已苛/自亘掃除

 唯＼濠ノヶ月で・あるヨぐフチ・ソホの附溝僅.夕の駅戸ワシで/リ菱君す程度であった

 ・艶肥は/2個認めた・即ち/淳ク伯の中6・4ノ%である■欝
 '暖死臭1二は殆んど真珠寅の分狼がζく、生存の身員/値を詞口した処、か一肌リの分

 泌があることから値して,この箆尼貝の殆どは弓術による家窮のため、換xれ資ま

 もaく担死Lたものと考えらナしる。

 二15ク



 当目、f)/''的・つ尺盟23、どク。cてあつ在

 10月け日才Z国貢桶隊

 。台鼠/3著の余毅(リ養短琶の努下が湘曇あるも。再び一重1=す

 。母貝り婆死2徊邸ちバク回の中〃7%1オ2ヶ月目1二党死したことになる,

 ○当日のフKヨ麸1ま23、ぶ。Cでちづた.

 §島逸榛値場

 9月3o目母員裟死杖況調査中

 ・台購・呂融る襖融筏の弩吾のがラス玉一/椙一触したのみで・岳貢.ごは複割ま認.
めか

 ・髪兜は8/値一認めた、郡ぢ後入札丹員6ぐ/損の中ス・9声である

 。成育択兄も良梧てIツメの押曇が目立一ってべた.

 lo眉μ日労ノ国員掃除

 。丹則こはノリと薯泥が街着し、フヂッボの名主隆1殖ので・タワシ(先い落した

 ・策肥はZo相発見した.那ち族入札班員68ノ杷中3、・7帖が麓尼しくし・ることに

なる,

 ⑤承り層ゲ停菜

 §水浅川萱寝唱

 '2号㍑ヨ.廿薫空諦£取一」揚げ,当指導所まで・運伽
 噌種竃滝ガ不足していたが。二九は自民/3一号によって落下したも砿冠机て
 ビた:とが判明した。

 挺っ(致1H易け一母貝1まノ33づ日とづった。即ち歩菌りはク//%と螢った,

 §島石嶺彊場

 '2、弓zξ巳吾員全二毛言を鼠リ場げ一..者キ旨嬉所に盟椴す

 ・母貫3ノ個の彊死ξ発見す一郡乃〃月中旬より/2居下旬までの固に核人香員
 6ぐ/づ口中の4ク6%が窺死して㌧・る。

 ・焦って取り場1ナ生得姪貝d寺4夕個、郡ぢ歩曽リぱ84,5%と首った止

 ㊥半円真珠打敦さ作業

 。/2月26日'㌧Zヲ日、者ヰ旨j尊淋κて行ラ。

 §水成フー1着羅場の分

 。!33値の毎夏より279栢の千円真.味を得た.

 o2ク9値のうち、ノ級昌28.慣、z手艮邑全2・1日。他のノ99日ま不景邑と認氾た呈

 。延うて族入数4//個のうち、ノ銀邑6.♂牝,Z級品/Z,6%、手負昌4宗4%

 その地の32・2%は昼員艶死、脱ヰ麦によるものと事」っプヒ.

 §島潟養彊場の今
 ○風リそ易げ.母貝54タ個へ旦,、/o69イ建つ半円具;朱歪'信た,

 o/ク49個のラち/裸轟2夕～個・2緑畠え00把、不意轟ろ/;1一一.一ぐ一Lった・

2焚



郡

着

工

 ぺつて残入総数ノ。43州のラち、/鯛・舳、2綿ノ〃ぺ不蝸㍑ノ
 案で、残りの2㌫4糸ば冊貝艶死、脱棟1(ユる吉ので・ある.

 軍免、
 。生良さ札た半門眞珠/訳昌2〃担、～薇昌え幸え個を鼻櫛夫々6ク0円、2Z0

 日を以て/月/4目飯莚二した。

 郡ぢ敏宣牽価金額

 /級昌え8〃個∠タク,勿!8ス4o〃.幽

 z級昌えぐ2個22a.砂丘844ρ■妙

 計852個2タ3、〃4〃.幽

察

 丑貝の肯留リ

 岳員を天然より採集し、養殖して取リ場げみヨでに減少する割合を衣りよう昼穣盾に

 分けて考察してみる一向こ・での、②の漢鰍床試験に楚で岬員を・校入れ直前に購
 入したため出ビなびフたポ、採集に当一フた佐多漁協の賓椙で検討した.

 リ抹京1(よる墜死

 亘っ＼天然に棲息十る黒虫累員を/o二号・前震の水採よりそ釆塙して系、必歩しも翁尺と

 は至えぬ異境であろ看輝蜴に蓄積サるので・あるが.この同族八れブる/～z週間の

 うちに瑳死貝バむろ。

 島珀」萱葺塩湯に崖て佐多漁臨の貝スり預った責一菜寺にJると、琢棄砕貢萎之λz!ゴ帽りうち

 司麦八九までにZ67杞、即!ぺ6%り冴艮が艶兜した。この原因としては、採集の1票

 i=無理して戻緑を脱藩したり、夏に損傷至与えた場合、叉は毅境り変化Kユる衰弱死

 と考えら九る。

 2j咳入不能員

 この舳は艶死はヒ肘I族入札に不通幼貝6峨案されて床るバの生卵のは種
 貝、蓑しい尼昇貝、崎翼a員珠光沢を有したもの(橡を挿入する場所が黄亀。暗緑色

 モの4包り±易合・)隼手で左)る。

 島箱埴雇曙1ζ旋ては探案盟貝2、え戸3個のうち,タ4個、郡ち4,2声の咳入不'能貝を

 飢二水成バ看鰯に挺てλ〃何の母貝を購入したうち/3乱脇肘%が鯛
 であグμ

 或る業1着の諸によると、母正員源が減ケして来たためか、君水夫が稚員までも採集し

 て来るので塚累冊貝のうち寺、即ち33zは橡八九不能貝となるということである.

 .テj咳入札による艶死

 秩入れは留貝自律に紹当の衝壊一を与えるものと考えられる。即ち一義履一場より掲げ一

 た母貴は・弦入れ菱行って肩が雫殖場に垂下これるまで4・8埼同力'ら侯いもので/る3
 靖同も～・る二その回穐の中1・、舳空気中に取り.出さ札、核の梧潜のだ勇蛯コテを
 }='再ヘプーる耳っ笥暮にべって舟貢圧死に至らしめるのて・あるが、二札は咳入費

λ7



 2,3目ん.一.フ位三で・のうらに晩たサるものと考えろ、

 島沼積題場にて与月ろ。日よりど月zク目まで8ノク値の易貢に咳入札しヒも.o王、

 亭肩29目に調査1した絹果37個・即ちス/声の瑳冗員を認めた旦又水成川養値場一こ

 於て分月z日Jリ8月ノρ目までに挨八れしたノーヂク個の岳員を、ノケ月後り9月/β

 日に調畳Lた請果μ個・郡ち'ン・タ%水星死していた。二札ぱ9月/ρ引二生存せる

 丹貢にはかなりの眞珠貢の分泌菱認めたが,兜尼貝には形ピか雌認めぬこと4・ら咳

 入れによる窺兆一と考えられた.

 判莫の他取り揚げるまでの箆死

 模八九による陸死を三冶が札た貝も・、その後取リ場げられるまでの葡3ヶ田に陳々
 に減少して行く。こ札は挟入れによる原因から系事争して死に至るのも盾えら机るが・、

 畠歓、一七の他外部殉婁困があると唐えら光る.又省民官との天災による損失も生す・る

 が、特殊の場合である。から隊外する。
 島漕種種場では咳入綬取リ楊げまて・り全鎚尼率/57%よリ.族く丸1こよる鎚尼琴

 ノ:/和を差し引いた分6%がこの頃に該当する.

 水成jリ積殖場てば.全墜死率zみ戸外より.枇＼札'(よろ襲死宰∠.タラ毛と.台風ノ3

 著1=よる篭の行方不明による署員40何分02/、3%差引けば'バ2%ポこの項に該当

 するわけで・ある。

 こ・一で天策1こよる減耗が同題くある,本県は毎年台風の影響を受けるのであるが・,昭

 河口26年に走旦→たニルース台戸しの女口き穴天1災は署'土として・1多少の合目には耐えるように
 種種場の立地侯件、安の施設1オ書愚さ机ているのであって,今回の台目ノ3引二よっ

 て竹島ラ臼種種暢の冴頁1こは何t春の襖看1ま受けばがった日このことからして或る程褒の

 台風は受けるものとして人馬肉にこの対策を講ピら札ろべぎであろから、或う程薦り
 餉による被劉五一般触サ留りを検討する刎こは該当しなル書える、
 以よを段階繭に駆わて見ると次系の如く

 〔…血…1嘔蒜蕊凶二唾三一1弟刷塚葉鮎貢の取/扱い、
 1採集亙了寸7■新「・タ州族入姉の鮒ψて鰍ある
 匿亘璽」日z三二1三コ榊・大1本鮒蝋鰍
 1坐雌員μ坐!、凹坐ドであれ蜘綱の榔歩曽

 嵩婁叶土産練二f綱舳
'ユニ∵

 第/哀養須冊員のサ菌り状況
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 第z図冊貝整尼帆況(積く後)

 〃議㌧.、、
 1、＼_こ一

 1λ∴二:ユニニ→

J
1
「
「

→

 吟十一→一…か一ナ…古一書L

 且核挿入数と眞珠生起率

 那の尺八1二よって稜の大小と・挿入歓棚減されろが・緋鮒1二も蛾」に拝ノ・す机
 ば食費の眞殊は得られ夕、蝿'ゾ貧れば生産額が落ちるとし'う魚てI班員/但者リど机程の

 族を拝入づ一べさか麦検討したかった。然し残念雫ら尽千疫は技術的木勲と、不慣妃の蜂、

 て・尤分咳啄すべ三貫椙は得られなかったので・.多俊に残す疹葛資剰としたL・■

 撤人好貢ノ個当りの核拝く教、反ぴ'_、二絹千円具敢の生庫蔓一反び生産額&求杓ると.

 第z師如くでゐポ

 男z系核人班員ノ杷当リ.頼挿入数及小慎疎生産量'

 格上の次より両養緯揚2兄軟して・水成川積魑場η生産量がかなリ省っていボこれは
 咳入九核術が水成川養潭場で習得されたたわの禾累さによる影響もあるが、省議二よる再

 興η損耗が穴とく1影響している二』1ま、立地妹付として島油差値場より不利でおる二と1ま

 否定でき包いようである。

 尚、冴貝ノ値の大三二』.御{、貫ろ懐の竹ザぐ一、夏グ挿.＼敬との寓係麦昆ると才3図のぺ

 うミニ衛モ印ち、終輔1・1拍・パ三二締`・一'。1..は/火てれ、衡二手械の挿入個敏を



 ヒ。守の暴人」〔入・別にカ婦、I(.リた.段っ(桂吠グーラフは梓祥,・、・i」弧仙こ見た紅1・.

 頻震で・、水庚川覆彊揚では半円模/タ仇北以下z個た挿入した冴員が全体の24テ・・至も

 めて一番多く、島泊着値場てば/よ仇.帆以下2個を挿入した吾買水全県貝のzz,4形を

 昌めて多かった。

 叉.菱形のグラフは半円橡挿入個数別に冊貝の殻長の範囲を示したもので、米或ル褄厘

 場でノ4刎,帆以下え個の紋皇挿人した留貝は殻長6ノ、夕～/o4.5仇.州の岡の貝で

 その中8キ州,仏の冊貝ホー暴も多かった。島泊養覆壌で'ば最も多し・/5仇.'加と以下Z個の核

 茎挿入した=丹員つ殻長は9ク6一.～///まψし,肌でモー一ドは96川し」叱で・あった。

 一・艦に班員η大きさについては履長.暖高の耳均値を比較すると、夫々水成ハ慮殖場の

 母貝は船～帆.リ,し、肱出し,仇、島珀萱履場では兆7例・.仙し./oo.6・れ.つ,。で畠漕雀魑

 場りぢが殻長でふ8?叱・一肌、殻高で/8仇仇大きく。吾員/個当り0核挿入数もa、/4個
 多;か一1・た。

 皿養殖技術について
 リオκ麻川オ……1匿」易にて空産された二半円藁珠1二は、その表曲にノド・書クの.へつた凹凸が多く認

 めらオレ不湊眞珠の原因とζった.こ九は核八作業に於て核ジ＼後0丹貫をjき彊竃に入才し

 4～昔竃まレまるまで砂漠の演打際に教埼同もつけておき碗bて筏に垂下したため、

 外套膜内1(砂が入り込んだのが原因ではaいかと考えら九た骨

 2ノ半円核接着剤として洋チ〈フを陵購しだが、この潜融したものの聚初は療褄ヵ犬で

 あるが'、加熱靖岡が長(なると来才に接着カ減ケし。停案中っ氏1＼札つ天販、該殖中

 の脱核の主尊原因となる。即ち、手々ン付けは一已一日新しし・ティン瓦少量ゴ。溶融
 してその日そグ)目の挟に村1寸て行く一のが肝'じである。

 3ノ舟買の田口汚宏ぱ、隻1冗葦に大三賞劫響づぐある膀えらオし、早春に7ブビ左大竹tる下条

 肉殻筋を陽づけ易いので・滑心すべきである。

 4)眞珠負の方泌量がI核く場所1二よリ乗リ1殉殻筋前端」{」薫ハ〔ゆくに従一って厚く老

 4ことボ判然としていた。

 以上り外,累蝶頁り耳令査定を実施したが.現在検詞中貧ので後つ禧麦に発表したし、。

要約_

 θ佐多町島泊、並がに昊蔓性瑚水成川にて黒蟻≡貝眞珠。養殖試験を家施し、丹貢の婆尼求元

 とその原興、毎員/個当りり眞珠生産量・その他棲値段術の検討圧弧みた・・

 。水成〕1廠彊易K(は}眉z～〃日に/&7個の母貝に咳入庫案を行い。ノ2月z6

 目/33個乙7//弘jを二取りヰ易け'た。

 島泊養健揚てば&眉～0〃Z7日I二母貝65■/週1=挟入れし/Z肩Z6■則ニダ4ク個

 (8久3粋)を取り揚げ'た.

 。探索から駅リ場け'までの母貝つ随延状況は探案直後艶死するものがノ人6%で全艶死

 の3割血くを呂め、次で嫁入後の辰弱死が・8,6〆,三番自に俵入れの直接的影響によ

 って、歳入札後ズ^グ日日1二漿死する貝が'7/外であった.
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 核毒入馴'=夏た毎員の組成(94)

 .1ノ;;二。・、十一
 "コ、。レ1。式1
 一1_一...一..⊥.、.'I」J

 朋・贈りの鮪入数1ま水成州雛場で・2㍗掴・島締殖駅・…侭でIあつた・
 吾貢!個萱リの半円県珠生産量1反び金額は水成川・賓殖1場て/。Z級呂合化て0・435個、
 、,、。洲。,芙、島搬鰯で.ま、.。・仰の…円・・笑の紬であった.
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 甲突.川尻におけるノ・ごカが一イの承卵黄引(つし、て

繕一老

 彦E一見爵而iと流入する甲突」l1尻一ヰ寄は・ベカプバ1一が辛萎息し、耳K約40万1言1室一生毛巨し(、・

 るが、くの発生滅弼が不壊一則で耳1二よリ豊凶が一著しし・凹従ってバ'カがイの産卵期を杷榎し

 本県須、笑規則剛た上の基礎資料と今賓椙頂上の資料とした。

 補料厘が決

 妻蓄内甲突川尻より下書己の・昏真日1=界集し、直ち1〔実1醸窒1K埼ち蠕:リ,詞=ブ彪乏キ麦(S,し)、

 殻高(∫、Hジ殻幅(.s・B)を測定い夫!・で嗣殻し、性別を肉眼圧筏鏡1-1〕判劉峠、

 卵至は各個体よリ!0個づ㌧つをとり早幻恒をとってあてた。卵星1により5今κ〉を禾黙甲

 50～60、κを穂熟卵、604くを熟卵とみな、した。筒調査期同は4月上旬Jり・ク月中

 旬まで“ある。

 緒県I反考察

 人一卵巣卵の成熟

 4月6I日言周査ノz偶・麻甲蝿≡3二つ甲卵至6ρ/κくは2個体現札でいる、組つ一(3月

 也に毛増当数の勲卵をもフ個体が'ろろとみるぺきてある。4月/4日z`個侍中蜷8.

 ・'いガ'・ノノ寸ρ、κ～くlj4月2z日圭旧体中蛙3一〃ノ/く・、よ・、ル
 ～μ、ル/ノよ月//目、62何体中雌32で6g〃くのみ・〃%栗れ〈いる一

 す月/ろ日ノ/タ個イ本中j嵯37,60ノルく3会%に冠、減じてぢり。50・・一6C・/七ひのも

 刀は材ん5・。〃〉24州・増加し'ている回6月/2日Z62慣俸で雄・2ク中
 二〇ノκ<は/4%と節目よ.j更一に…鼠ケしているが・舌。/がへ6o/叱は前月1づ借虹41こ増
 えている。ク葛/4日調翌のもので・は、雌7中6cン"<4て一86糸と'前月より冠、増して
 し・る.二九は酬月の禾事蒸員一升百妾廷町丁を毛つものが履行したものと思わ九る,

 以上でみると戸引で朝かの棟に・す月中旬に桑も多く勲卯をもった氾細現11糺る
 力∴4月以前にも多数の毛のボ熟即星もって・・る』見られる。ス4弓中旬r滴熟卵を七

 ったものが多く、ク月中旬1二熟1卵をもったものが着しく増加している争はク自中旬以氏

 にも多敬のものが産卵を行う』思{)れる・こ札1ま又聴熟現員、衣勲卵{.もりた己～一v月

 中旬1こ40〆も≠見れている…戸か壮らク月ぶ火モ麦にも耳目当萎夫り産夕P抑ヨ→亭～デち者と1.・一琴}な圭宴衝し'

せしめる,

 2.姓蛙不明何体の出理割合

 蛙蛙の判別は肉醒反検窺によったポ・生殖腺か非留に微小ばものでは頼鐘も困難なの
 もあったのて・、こナ、は雌雄不明の部に入札た、

 4月/6臼以餉のもので・d調餉体鮒ヅい扇に彦宗は危険であるが・緕果は系厘戸多
 Zのj百リて・ある.こ{tて・みると4月下句よ1」6月中旬まで=・一全4重不日児イ日体は少い.が、4月

 上句ヌびク月に入ってから芥常に多くちづ・てし・ろ,こ札はμ月までは卵禾形成値杯ガ多

ノ4



 ぺ,てク月は5君中旬左中、しに多数rものが霞卵U.7月。不明個俸となつて堤わ札た

 ものと雇、わ才しる、

3生物客的累小型

 生物事釣景11・形をみる篇1二調萱個体中よ11筏銃により卵と認められ得る毛の・中.特

 Iごぶ型の.ものをあ1ず'ると欠衰η⊥重りである、従ってS.L二3o仰し似一前1灸が生物尊自旬景'ト

 型■二虹るりて・ぱ拭かろうか・

採集月旨

 5月〃目

5月/6目

 ∠月/z日

殻長州{

42

43,5

4/.o

 3/、す

 卵の熟度

 熟卵・

未熟

未熟

梢熟

 4調査期同中の水温

 嗣蛮期画中のノ。目平均水温はF与3の棟であった・郡ち4月」二句/ぶよ。じで・6
 君下旬(2/5品しノまで火した変動も口く王軍しているが、6月下旬からク月上旬まで

 は梢急、に.ヒ軍してし・る。筒2月下旬よリ3月下旬まで・の水痘1〃月上旬と暗々同じIで.

 !5oC師段であった。産卵監崩と思、わ九る、夕月中旬はノダC葡段となっている。

専一約

 /甲笑川尻ぺヵがIrは4写頃成はそオい大師にち熟駆をもったものがあリ、圭一目中旬に

 第も多(糟i.る。一廷って産卵盛期ぱ5居中印前後と識・れる。

 2,しかし成熟し一たも舳'ら漸大産卵し、7月以牽て・毛藩.卵がIつ“く思オー・れろ.

 3、生一物学的1豪'1、型は30・礼っ'し酋売後である。

 〃一5月中旬の産卵盛期の水温はノーg凸。前賓である・

伽榊熟醐個紬癖1知雛員熾未明一神1合葵化

刊1一
 →!∴.∵＼、、.帖不明
 一ゴハ∵ノ、、ψくい㌧＼、/×＼、二、
 ＼,'、・1ノ;、、・、・

 。.へ,・I一刈リ・・
 ド、1＼紅・㌧ψ1.十、/＼1
 れ・、1ド17・一ψ、…＼・一」
 !、さ∵↓十→二斗一㍉一」、ト→十叶_←ナ_
 ≠月夕月6弓ク月4月よ月6月g月
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 6ク月

 産兜島港外定点観、測結果

 庭廻島一港内の嘉妄艮の.更化を知る爵に男召和27界3月ノ」ヨよ一j一冨冒午前!o翌春に豪更測変実

 施し(し・る。〃耳3月ノ目より28年3月3/目まではzク耳藍の本報省1〔記載してあ

 るので,今弓震はz8耳4月/日より2テ耳5月3/目までを亭戻皆する、

 尚耳屋変化の概略を起る蔦に各句固(・・3)毎の平均値芝化£前耳震r・1(丸と比較して

 みた。

 置測場所鹿児島周防波堤外しオ_図〕

 争莫膏回百B召末口Zクミ手3月ノ日至丑召弄口zテ㌧3月言ノ日

 ・項目気象一(天候、雲量、風向,風力、寮置〕

 ;奮婁良(う皮テ団.うカり、フK三監、足重二!

 (註〕  比重劃津は赤沼式比重討によった.
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4月分置測衰
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 2728耳慶旬間ギー均.気量、水温、比望反降雨量並」=再・度差  (、匿見高惹外定点、観測による)
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